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デザ イ ン ・コオ デ ィネ ー シ ョン

中 西 徹

(1)序

1945年8月15日,太 平洋戦争 は 日本 の全面降伏 で,長 い戦 いの お わ りをっ げ

た。 それか ら,旬 日を経ず して,ア メ リカ占領軍 が日本本土 へ進駐 して きた。

ア メ リカ占領軍 によって,わ れ われ 日本 人が始 めて知 らされ たもの は,ジ ー

プ とコー ラで あ った。

急坂 はもちろん,水 の 中や,階 段 をも平気 で走 り廻 わ る自動車,ジ ー プ。 そ

れか ら,ヘ ンテ コな形 を したびん にはい り,薬 の よ うな臭 い,と 渋 い味 を もっ

た清涼飲料,コ ー ラ。

それか ら,20数 年 たった今 日,ジ ー プは 日本 か ら殆 ん どその姿 を消 して了 っ

た。 しか し,コ ー ラは,そ の飲 み手 が占領軍 から日本人 に移 った とい う変化 は

あ ったが,今 や 日本の清涼飲料 界の王座 を 占め るに至 った。

そ して,コ ー ラの なかで も,コ カ ・コ▽ ラは,ペ プ シ ・コー ラをは じめ,諸

冖 諸の コー ラをは るかに凌駕 して ,コ ー ラとい えば,コ カ ・コー ラを思 わせ るよ

うにもなった。

そ して,コ カ ・コーラ とい うと,す ぐ,赤 地 に自字:CocaColaと い う文

字 が想 い浮 かぶ。1}冖 鴨'

そゐ ドギツイ看板 は,日 本 中,'い 走 る処 に泡濫 しておb,大 袈裟 にい うと,

コ カ ・コー ラは 日本 中を占領 して しまった といい得 る。
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この よ うな結 果 となった コカ ・コー ラの戦略の中 に,コ カ ・コー ラ独特 の販

売組織 があ ることも忘 れて は な らないが,そ れ よ りも,コ カ ・コー ラが強 力 に

押 しす すめて きたデザ イン戦略 を特記 しなけれ ばな らぬ。

そ して,こ の コカ ・コー ラの デザ イ ン戦 略 は,良 きにつ け,悪 しきにつ け,

デ ザ イ ・ ・ポ リシ イ幽・ま車 は本題 のデザ イ・ ・コオデ ィネー シ ・ンの典型 とさ

れ て い る の で あO:..

、

(2)・ か コ`_,a>デ ザ イ … オデ ・ネ3ン にう いて

コカ ・コー ラのデザ イ ン活動 につ いて,注 意漁1清 費者 は1970年 を境 として ,

大 きな変革 が あった ことに気 がつ いてい るで あろ う・び 厂ド

注意深い消費者は,と 醸 てことわったのは照 か ユ飛ラの戦略の主体 と

なる トレー ド 　゚ クのデザ イン 土゚ レメンツは騰 継 いないのにもか

か わ らず,70年 を境 にその 印象 が大 きく変 わ った か らで あ'る0

す なわ ち,(1)CocaColaと い う独特 なズク リプ ト文字。(2)Cokeと い う

ブ ラ ン ドネーム。(3)コ ー ポ レー シ ョンカ ラーの赤 い色 。(4)ビ ンの持つユ ニ

ー クな輪郭
。以 上,四 っの コ カ ・コー ラのデザ イ ン ・エ レメ ンツは70年 の変 革

にお いても,少 しも変 わるこ とな く,む しろ,こ れ らのエ レメ ンツを,よ り強

調 す るとい う方 向で実施 されてい るの であ る。

70年 の,コ カ ・コー ラの新 しい トレー ドマー クとは,(1)正 方形 を原形 とし,

(2)そ の 中 にCocaC61aの 伝 統 的 なス クリプ ト文字 と,、(3)そ れ に ビンのユ

ニー クな輪郭 をシ・ボ ライズ した リボ ・斗犬の白い ライ ・を,④ コー ポ レー シ

ョン ・カ ラーの赤地 に,く っ きと浮 び上 げた もので あ る。

この新 しいマー クは,精 密 なマニ ュアルに よって管理 され,'そ して,全 世 界

に拡 が る広 告,看 板,パ ッケー ジ,ユ ニフ ォー ム,自 動販 売機,運 搬用 トラッ

ク,建 築物,事 務用器具 等,す べての アイテム にシステマ テ ィックに使用 され

だ したので ある。(写 真1～7,4～5頁)
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つ ま り,コ カ ・コー ラの デザ イ ン ・コオデ ィネー シ ョンとは,(1)シ ンボル

デザ イ ンの確 立,② 確 立 された シンボ ルの徹底 したデザ イ ン管理,(3)そ し

て,そ れの組織 的 な全 アイテ ムへ の適 用で あ る。

この,徹 底 した コカ ・コー ラのデザ イ ン戦略 は,良 い意味 で も,ま た悪 い意

味 で も,企 業主 義の露骨 な表現で あ り,そ の ため,こ れをコ カ ・コー ラゼ ーシ

ョンと呼 ばれ畏敬 されてい るので あ る。

この コカ ・コー ラのデザ イ ン活動 に代 表 され るよ うな動 きを,DECOMAS

(DesignCo-ordinationasaManagementStrategy)と い う概 念 で 受 けと

とめ よ うとす る向が ある。 その提唱 によれば,デ コマ ス とは,「 企業 の あ らゆ

る活動 を相互 に調整 し,緯 合す ることによって,企 業実体 を正 しく表現 し,一

つ の経営戦略 として企業経営 に役立 て よ うとす るもので あ る。」 とい う。(註1)

註1・DECOMAS一 経 営戦略 としての デザ イ ン統合 一 理論編,デ コマス委

員 会(代 表 中西元男)編,10頁

(3)DECOMASの 背 景

この よ うな概 念 が何故提唱 された かとい うことをも う少 し詳 しく説明 しよう。

資本主義下 にあって は,企 業 は資本の 有効 利用を 計 る ことを最終 の 目的 とす

る。 そのため,企 業 は業種 の多角化 をはか ることもある。企業 が多角化 す ると,

そ の提供 する商品やサ ー ビスの種類 も多様化 して くる。 また,昨 日まで取 扱 っ

て きた業種 で あって も,資 本効 用 が計 れぬ と判断 された場 合 は,直 ちにその業

種 を取 りかえて しま うとい うこともある。

このよ うに,企 業 は多角化 と同時 に変 革 とい う姿 をと りつ づ けて い る。 かか

臆 味で・ 吟 日の企難 ダイナ ミ・7で 季糎 といいうる・

このよ うな ダイナ ミックな企業の企業像 を把握 す るとい うことは,企 業外の

第三者 は もちろん,企 業 内の関係者 にとって も非 常 に困難 な時 代 とな ったよ う

で あ る。 それ にもかかわ らず,企 業像 を正 しく把握 しよ うとす るの は,学 問的
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興味 からで は なく,ま た,社 会 的立場 や人 間性 の場 にたっての うえでの反省 か

らで もな く,あ くまで企業の利益追 求の志 向性 の うえにたって いる ことは明 白

で あ る。

す なわ ち,「 企 業像 がもつ競 争力がマ ーケテ ィング をは じめ,L人 材の獲得 な

どにおけ るリクルーテ ィング,さ らに株式 ・社債 の発行 とい った財 務関係等 の

問題 において も果す役割 は年 ご とにその重要性 を増 してい る。

マーケ テ ィングとい う点 か ら市場 を見 てみ よ う。生産技術 力が平 均化 し,製

品が均質化 して,品 質 や価格 に よる差別 が しに くくなって くる と製品やサ ー ビ

ス その ものよ りも,企 業 その ものの イメー ジが購 買 を決 定す る重 要 な要因 とな

って くる。商 品の ライフサ イ クルの長 い時 代,選 択 が多様化 して い ない時代 は,

消 費者 はそれ な りに購 買 を決定 す る選択眼 をもつ こ とがで きた。 しか し,今 日

の よ うに,そ れが短縮 化 され,複 雑 化 して くると商品 の選択 眼の持 ち方 が,製

品 その ものよ りもブラ ン ドや企 業 その ものの イメー ジ に依存 して くるこ ととな

る。7

す なわ ち,今 日の競 争 は品質や価格 の面 にとどま らず,そ れに加 えて ブ ラン

ドや企業 のロ イアルテ ィによって決め られ る。」(註2)

そ れで は,企 業像 をっ くりあ げる担 い手 は誰だ ろ う。

まず第一 に誰 もが考 えつ くのは,企 業 の経営 主体で あ る経 営者 で あろ う。 た

しか に,昔 の企業の企業像 はす ぐれた企 業の創 設者 によ って作 られた ものが多

く,ま たそれ が頑固 に守 りつづ け られてい るもの が多い。 この よ うなタイプは

家訓型 とかワ ンマ ン型 といわれ る企業 によ くみ られ る。

しか し,企 業の 中にデモ クラシーが滲 透す ると同時 に 企業主体 につ いての考

え方 も変 わって来 て,経 営者 以外 に,社 員や従業員,も し くは関 連会社 の経営

者や その従 業員 も含 めて企 業主体 を構成 す るとい う考 えになって きた。 この よ

うな企業 にあって は,企 業像 は経営者 の独断で はな く,広 く企業 全般 の意見 を

きいて作 りあ げよ うとす る傾 向 がみ ぢれ る。＼ 孔
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更 に,企 業 とい うもの は,企 業 が自か ら企 業 自体 を見つ め ると ともに,同 時

に,何 時 も第三者 か ら見 られてい ることに気がつい た。

1企 業 の第三者 とは企業の利用者,商 品 の購入 者(消 費者),企 業 に対 す る物

品の納入者(取 引業者),そ して企 業 に対す る株式投 資家(株 主)等 で あ り,第

三者 とはいい乍 ら,こ れ らはすべて企業 に関す る利益関係 者で あ る。

また,昨 今,企 業像 を担 う第 三者 は単 にその企業 に関 す る利益関係 者 だ けで

はな く,企 業 と同 じ地域 に住 む人人,あ るいは,た また ま同 じ国 に生れ た人人,

あ るいは,そ の企業 と同 じ国で ない人 人,あ るい は,企 業 と同世代 に生 きてい

る人 人によって も,企 業 が非常 に強 い関心 をもって見つ め られてい るとい うこ

とを知 った。

電 力会社 が公害 企業 と謗 られ,重 工 業 会社 が死 の 商 人 と呼 ばれ,電 気 製品

の輸 出企業 が黄色 いユ ダヤ商 人 と批難 されてい るとい うことは耳新 しいニ ュー

スで ある。

この よ うに,企 業像の担 い手 は好む と好 まざるにかかわ らず,企 業主体 だ け

で はな く企業環境 も含めて考 えな くて はな らなくなったので あ る。

また,「 社長 は いっ か死ぬ が,企 業 は永遠 で ある。」 といわれ るよ うに,企

業 は企業主体者 を超 えて存在 す るもので あ る。 それ故,企 業像 も単 に今 日的 な

もので はな く,歴 史的 にも意義 あ るもので なけれ ばな らない。

この よ うな事情 を,カ ナデ ィア ン ・パ シフ ィック鉄道 の クル ンプ会長 は次の

よ うにい う。 「われ われの過去 の業績 を反 映 し,現 在の姿 を正 当 に表現 し,将

来 において も融通 性 をもった もので なけれ ばならぬ。」(註3)

註2・ 前掲書,10頁

註3・ 同上 書,16頁 、

(4)企 業 像 の 顕 現 化

企業像 とい うもの は,た だ経営 者 がいだ くイメー ジだ けで は な く,広 い意味
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で の企 業主体の もつ イメ ージで あ り,ま た企業 をと り囲 む環 境 もその イメー ジ

を作 りあげる一員 で あること,更 にその イメー ジは現在 だ けにあるので はな く,

過 去 にも,ま た未 来 にもおよぶ もので ある ことは先 に述 べ たとお りで あ る。

この イメージ を広 く,客 観的 に リサーチ す る必要 があ る。

しか し,こ のイメー ジ とい うものは,そ れ 自体 を把握 す るこ とがで きない こ

とは古 くか ら哲学 や心理学 の教 えるとお りで ある。 とい うの は イメ ージ とい う

ものは,実 体 では な く作 用で あり,志 向で あ り,直 観 に近 いもので あ り,ま た

精神 の一種 で もあるか らであ る。

だ か ら,わ れ われ は企 業イ メー ジの リサーチ において も,イ メー ジその もの

を取 り出 す ことは出来ず,た だ,そ れのア レゴ リーを取 りだすだ けで あ る。

「保守的 であ る。」 「スマー トで ある。」 「誠実」 「勇猛 」 「貪慾」 とい うよ

うなア レゴ リー と して捉 える。

また広 くリサ ーチす るため,そ して技術 的便法 か ら,ア レゴ リーはス ローガ

ンと して表現 されるこ とが多い。

現実 に,企 業 イメー ジの リサ ーチは,企 業 イメー ジの形成 の担 当者 に,そ れ

ぞれの持 って いるイメー ジを,比 喩的 にスmガ ンと して述 べ ても ら うこ とか

ら始 ま る。次 に,こ の述 べ られたスロー ガ ンを羅 列 し,整 理 す るので ある。よ

く似 た もの を一群 に集 め た り,重 複 を避 けた り,ま た,ス ロー ガ ンの量的 な順

位 をつ けた りす るので ある。

しか し,そ の ことだ けで は決 して,一 つ の 「像」 と して結 晶 させ るこ とはで

きない。

た しかに,ス ロー ガ ンの広 い領 域 か らの抽 出 とか,そ れの整理 とい う仕 事 は

コ ンピュー ターの導入 に よつて,今 まで よ り,よ り早 く,よ り広範 に,よ り正

確 に処理す ることが出来 るようになった。

しか し,そ れ らの資料 を一っの像 と して形 成す るには,そ こ に飛躍 と超越 と

い う段 階 をふ まね ばな らない。 それは創造 とい うブ ラ ックボ ックスの中 に入 っ
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てい る過程で あ る。 また,こ の過程 を通 るこ とによって三 ス ローガ ンが一つ の

姿 と して顕現化 され るため,そ れは顕現 化の プロセ スとも呼 び うる。

企 業 イメー ジの顕現化 の過 程 において,シ ンボルマー ク,シ ンボル カラー,

シ ンボル ロゴ タイプ と呼 ば れる象徴 的 な視覚 言語 が活躍 す る。 それ らは,日 常

の言語,通 常の文字,現 実 の形 象で は なく,あ る独 自なイメー ジを実 現す るた

めに象徴的 に創 造 された言 語で あ り,文 字で あ り,形 で ある。

この具体的 なデザ イ ンテ クニ ックはおお よそ次 の よラな課題 に整理 で きる。

● トレー ドマー クの作成

● 個性的 なロ ゴタイプの作 成

● ネー ミングの整理

● コーポ レー シ ョンカ ラーの設定

● そ して,こ れ らを組織的 に管 理す るための デザ イ ン ・マ ニ ュアルの確 立

上 の課題 は全体 的 なデザ イ ン ・コオデ ィネー シ ョンか らみ る とベー シックエ

レメンツとい うこ とがで き,こ のベー シ ックエ レメ ンツを対応 させ るアプ リケ

ー シ ョンアイテム には次の よ うなエ レメ ンツ をあげるこ とがで き うる
。

○ 広報

● 広告 ・宣伝

● 輸送機 関(あ るいは運 搬機器)

● エキ ビシ ョンデ ィス プ レイ

● インテ リア

● 建物

● 標識 ・看 板

● 衣類(ユ ニ フ オーム)

● 製品(商 品)

● パ ッケー ジ

● 販売 器具
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● 什器 ・備 品

● 事務帳票 、・

こ解 一ジツ クチ 墜 ンツとそれをアプ リケ 冖 トす るアイテム スとのか らみ

合い は徹底的 にシステム化 され,ま た強権 によって管理 され るので あ る。

・(5)・:デザ イ ンポ リシズ

前項 までで,わ れわれはDECOMASと 呼 ぶ概 念 をみて きた が,こ れは従来

か鰹 戸 梱 て きた デザインポリシ・とい・た瀧 に現象的 にはよく似てい

譜 攣≧灘 搬 瓜謬∴鷲 二梦
やある)1企 業のtリ シ1ぞを軍幽こう'とする姿勢においても両者は根本的 に同

L"で あ る と い い う る の で あ るも 齟'.、

・ち鯛 守 洲 ンポ甥 とは 「∠つの纖 体が個個の製品だけで奮く・

ず緒 鼕 な観勲 ら斥 の組織体哂 らゆるデザインをある噴 した緬 性

の もとに発展 きぜ よ うとナ る強 力 なデザ イ ン推進策 で,特 にそれが広範 な組織

網 を もち大衆 との接触 のはげ しい鉄 道 といった公共機 関 などに実施 され るとき,

そ の効 果 は倍加 され る。 それ には,そ れが会社で あれば,社 長 自 ら積極的 に乗

り出 さなければ到底 不可能 だ。 このニ ューヘ ブ ン鉄道 で も前社長 のP・ マ ック

ギニス が昨年初 め にこの快 挙 にでた もの。 しか も計画 に協 力 してい るデザイナ

ーの顔 ぶ れも見 事 なもので ,す ぐれた家具 デザ イナ ーの フロー レンス ・ノル,

写 真家 と して,ま た グ ラフ ィックデザ イナー と して著 名 なハ ーバー ト ・マ ター,

か っての レイモ ン ド ・ロウ ィ事 務所 のチ ーフ建 築 デザイナ ーで現 在 はデ トロ イ

トに事務所 を もつ ミノル ・ヤマサキ,そ れに初 の イ タリニの黄金 コンパス国際

大賞 を受 けたマルセ ル ・プロイヤー が参加 して いる。

この計画 は,マ ター がニューヘ ブンの頭文 字で あ るNHを 組合 せて 明快 な新

しいマー クをデザ イ ンした ことによって具 体 的 な ス ター トが切 られ た。」と熱
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写真9

写真11

写真8

写真10
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気 を込 め た調 子 で 今 は な き リ ビ ング ・デザ イ ン誌 に始 め て紹介 され たの が

1956年7月 で あった。つ いで乍 ら,こ のデザ イ ンポ リシ イの先駆的企 業で あっ

たNH鉄 道 こと,ニ ュー ヨー ク ・ニ ューヘ ブ ン ・ア ン ド・ハ トフ ォー ド・レイ

ルウ ェイカ ンパ ニイはその後 ニュー ヨー ク ・セ ン トラル鉄道 に合併 され,ま た

それ もペ ンシルバ ニヤ ・レイルロー ドと合併 してペ ン・セ ントラルになり,そ れ

も最近,鉄 道斜陽化の波 にのまれて破算 して しまったので ある。(写真8--11,12頁)

本 題 にもど り,デ ザイ ン ・コーデ ィネー トまたは,デ ザ イ ン ・ポ リシ イとい

うもの は,そ もそ も自由で あ り,本 来創造的 で あるべ きデザ イ ンを規制 し,一.一

つ の枠 にはめよ うとす るこ とで ある。

この こ とは,デ ザ インがデザ イ ン以外 の力に よって コン トロール され るとい

うことを意味 してい る。 そ して,こ の場合,デ ザ イ ン以 外の 力 とは,企 業主義

とで も呼 ぶべ き一 つの イデオ ロギ ーで あ る。

大体,デ ザ イ ンは イデ オロ ギー にコ ン トロー ルされ ると きが 多多あ る。

プロパガ ンダ(Propaganda)と 呼 ばれ る表現活動 は,デ ザ インが一 っの イ

デ オロギー と結 びっ いた典型 で あろ う。

宗 教,国 家,政 党並 び に商業 が 自己の イデ オロギー を押 し進 めるため に宣伝

活動 をお こす と き,デ ザ インは全 くその イデ オロギーの も とにコ ン トロール さ

れるのは歴 史の示す とお りで ある。

(6)デ ザ インがコ ン トロール され るとい うこ と

われ われは,デ ザ イン ・コーデ ィネー シ ョンとかデザ イ ン ・ポ リシ イといっ

たや り方で,デ ザ イ ンが コ ン トロー ルされる とい うこと をみ て来た。

しか し,本 来 自由で,創 造 的で あるべ きデザ イ ンがコ ン トロール され るとい

うことは,ど うい うことを指 すので あろ うか?

まつ第一 の意味 は,幾 つ かのデザ イ ンのテーマ をコ ン トロー ルす るこ と。 あ

るいは,幾 つ かのデザ イ ンの志向性 をコ ン トロー ルす るこ とで ある。 この問題
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は大変重 要で あ り,こ の研 究の最大 の課題 で あ るので後 程詳 しく検討 を加 える

ことに し,こ こで は標題 をかか げるだけに して おこ う。

第二の意昧 は,幾 っ かのデザイ ンの運用 の仕 方 を コン トロールす る とい うこ

とを意味 して いる。 これは,デ 守 インのシステ ム管理 とい う言葉 で いわれてい

る内容 と同 じで ある。

この管理 とい うことは,デ ザ イ ン管理 とはい い乍 ら,全 く非 デザ イ ン的 な も

ので,そ れは経営 学乃至行政学 の分野 に属 す るもので あ る。す なわ ち,経 営学

でい うデザ イ ン ・マネー ジメ ン ト ・システ ムでは トップにデザ イ ン委 員会 を置

き,そ こでデザ イ ンの運 用 と方 向性 を決定 し,そ の決定 された方向性 と運 用法

はマ ニュ アル として作 製 され,そ のマニ ュアルは権威 と統制 力の あ る規準 と し

て,企 業 のデザ イ ン運 用部 門のす みずみ に周知,徹 底 され るので あ る。

また行政 的 コ ン トロールの例 と しては,国 家 あ るいは地方行政 機関 が施 行 し

て いる意 匠法,屋 外広告条例 などがあ る。

上 に述 べた とお り,デ ザ イ ンの コ ン トロー ルには,デ ザ イ ンの志向性 をコ ン

トロールす るとい う意味 と,デ ザ イ ンの管理 ・運南 をコン トロー ルす るとい う

意 味の二っ が あ り,前 者 はデザ イ ンがデザ イ ン自身 をコン トmル ず る ことを

意味 し,そ れはデザ イ ンーが自主 的 に,あ るい は,デ ザイ ン自 らの内面的 な意志

で コン トロールす るの に反 し,後 者 はデザ イン以外 の他律 的 な力 によ り,あ る

いは,デ ザ イ ン以 外の分野の 力 によって コ ン トロー 丿ヒされ るこ とを意味 して い

る。

この よ うにデザ イ ンの コ ン トロール には,自 律 的 な面 と他律 的 な面,あ るい

は,内 的 な規制 と外的 な規制の二面性 があ る。 なかで も,デ ザ イ ンが企業 主義

と結 びつ いた とき,デ ザイ ン以外 の 力によって コン トロール され ることが強い

ことは今迄 にみて きた とお りで あ る。

(7)シ ンボルの働 き
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つ ぎにデザ インの 自律的 な規制 につ いて論 を進 め る前 に,も う一渡 イメージ

の顕 現化 とい うことを反 省 してみ よ う。

企業 のイメー ジは ア レゴ リーの形 をとって抽 出 され,そ のア レゴ リー はスロ

ー ガン とい う形 式で整理 され る
。 そ して整理 されたス ローガ ン群 はデザ イ ンの

ための素材 となることによって,デ ザ イ ン的 に処理 され るので ある。以 上の こ

とは第4項 で 明 らか に して きた とお りであ るが,デ ザ イ ン的 に処理 す ることを

象徴 的 に創造 す るとい う結論 だ けを述 べて,そ の ブ ラックボ ックスの解 明 は避

けて おいた。

この創造 のブ ラックボ ックスの解 明のために は象徴(シ ンボル)の 働 きにっ

いて詳 しく知 る必 要が あるよ うzあ .る。

象徴(シ ンボル)も 記号(サ イ ン)の 一種で ある とい われて きた。 とい うの

は,シ ンボルも,あ る具象的 な世 界 とそれの表 象 との関係 を示 す記 号の作用 を

もつ か らで ある。 す なわ ち,具 象的 な世 界の事 象 を,任 意 に創 られた 色 と 形

(視 覚 的表象)や 音 と旋律(聴 覚 的表象)や 言葉 や文字(言 語的表 象)に よ っ

て指示 す るか らで あ る。

た とえば,鷹 とか鳩 とい う言葉 は,自 然科学 的 な存在 で ある鳥類 の一種で あ

る鷹 と鳩 を指示 してお り,そ の指示 す る意味 は鷹 や鳩 の もっ特性全般 を包含 し

て いて,あ る特定 の特性 を指示 す るもので はない。

しか し,A氏 は鷹派 で あ り,B氏 は鳩 派で あ る。 とい う場 合 の鷹 とか,鳩 と

い う言葉 は鷹 や鳩 の全特性 を指示 して いるので はな く,鷹 の狸 猛 さ,鳩 の可憐

さを指 し,ま たその狸 猛 さが指示 す る戦闘的「,非妥協 的 とい う性格 をも示 した

り,可 憐 さの指示す る幸和 的,妥 協 的 とい う性格 を も示 すので ある。

この場 合,前 者 が記号 で あ り,後 者 が象徴で あ るとい う。す なわ ち,記 号 は

事象の特性 一般 を指示 す るの に反 し,象 徴 は特定 の性 格 を指 示す るので ある。

サ イ ンとシ ンボル との相 違 につ いて,S.K.ラ ンガー女史 の説 を紹介 じよ う。

「普通 のサ イ ンの機能 には
,三 個 の必要欠 くべ か らざる項,す なわ ち,(1)主
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観,(2)サ イ ン,お よび(3)対 象 がある。最 もあ りふ れた種 類の シンボ ル機能 で あ

る表示作 用は,四 個 の項,(1)主 観,(2)シ ンボ ル,(3)表 象 および(4)対 象 を必要 と

す る。 したが って,サ イ ンの機 能 とシ ンボ ルの機能 との根 本的 な相違 は,論 理

的 に明示 す るこ とがで きる。 とい うのは,そ れはパ ター ンの相違 にも とつ いて

お り,全 く異 った機能 ギか らで ある。」(註4)

す な わ ち,象 徴 には記号 にないとこ ろの表象機能 が あるこ とを指摘 して い る。

この表象機能 が特性一般 か ら,あ る特定 の性格 を抽 象す るこ とがで き.るので あ

る。 この ことを,更 に ランガー女史 は詳 し く説 明す る。

「シンボル は,そ れ らの代理 で はな く,対 象 につ いて の表 象(Conception)

を運 ぶ もので ある。或 る事物,ま たは状 況 を表象す る 〔心 に描 く(Conceive)〕

こ とと,『 それに対 して』はっきりと 『反応す る』 こと,あ るいは,そ の現存 に気づ

いていることとは同一で 嫉 ない。事物 につ いて話す場合,れ われは事 物 にっい て

の表象 を もつ けれ ども,事 物 それ自体 をもってはい ない。 そ して シ ンボ ルが直

接的 に 「意味 す る」 ものは表象で あって, .事 物 では ないので ある。 表象 に対 す

る行為 は,語 が通例 引 き起 こす ところの もので あ り,こ れが思考 の典型的 な過

程で あ る。

も ちろん,語 もサ インと して使用 す るこ とがで きる。 しか し,こ れ は語 の主

要 な役割 では ない。(中 略)語 その もの は,外 部 的 に存 在す る事物 や事象 に直

接連合 してい るのでは な く,表 象 と連 合 してい る一 個の シンボ ルなので あ る。

サ イ ンとシンボル との根 本的 な相嵐 ち この連 合の相違 で あ り,し た が って,

意 味機能 にっ いて第三者で ある主観 が,そ れ らを利用す るその用 い かたの相違

で あ る。 シンボルが主観 を導 いて,そ れ らの対 象 を表象 させ る〔心 に描 かせ る〕

のに反 して,サ イ ンは主観 に対 して それの対 象 を報告す る。」(註5)

以 上 で おおよそ,サ イ ンとシ ンボ ルの相違 が わかった よ うで あ る。企 業の 名

前 において もサ インとして使 われてい る名前 と,シ ンボ ルと して使用 されて い

る名前が ある。 さきに紹 介 したNH鉄 道 も,昔 はニ ュー.ヨーク ・ニ ューヘ ブ ン
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・ア ン ド・ハ トフ ォー ド鉄道 と呼 んでいた。 また ソニ ー も東京通 信工 業 と呼ん

で いた。 また阪急 も京阪神急行電 鉄株式 会社が本名で あ る。NH,ソ ニ ー,阪

急 は シ ンボル として使 われてい るの に反 し,京 阪神急行電 鉄株式 会社 や東 京通

信 工業 はサ イ ンと して働 いてい る。記号 で あるか ら,東 京 に ある通信 を主 に取

り扱 ってい る工業会社で あ るとい うふ うに,無 性格 な記 号 を幾 っ か組 み合 わせ

て一つの意味 を形 成 しよ うと努 力 してい る跡 が み られ る。会 社の性格 を正 しく

表現 しよ うとすれ ばす るほ ど長 い社 名 になるこ とは まぬ がれ なかったので ある。

つ ぎに 日本 航空 の ジ ャルマ ーク につ いて少 し考 えてみ よ う。

日本航空株 式会社 とい う名前(サ イ ン)は ただ,そ れ が他 の航空 会社 と区別

された一 っの会社で あ るとい うこ とを報告す るだけで あ る。 それに反 し,赤 い

鶴 丸 の ジャルマー クは,日 本的 な風土性 と,家 族的 なサ ー ビス と,端 正 さと,

お お らか さを持っ会社 で あるこ とを第三者 の心 に描 かさせ るので あ る。

この よ うに,企 業 イメー ジの顕現化 には,記 号で はな くシンボルが使 われ,

こ の シンボル を操作 す ることがデザ イ ン ・コオデ ィネー シ ョンの根 本で あ るこ

とも明 らかに なって きた。 ・

で は,シ ンボル を操作す る とい うこ とは ど うい うこ とを意味 す るの だろ う?

註4・S.K.ラ ンガー 「シ ンボルの哲学」(PhilosophyinaNewKey)

矢 野 萬里 ・池上保太 ・貴志謙二 ・近藤 洋逸 共訳,76頁

註5・ 前掲 書,72頁

(8)芸 術 としての シンボ ルと芸術 の なかにあ るシンボル

本項 の標題 は,実 は さきに紹介 したS・K・ ランガー女史 の講演集 「芸術 と

は何 か」(ProblemsofArt)の 中 での小 論の題名 を借 りた もので ある。 その

なかで彼 女 はい う。

「芸術 と しての シンボ ルと芸術 の なかにあ るシンボ ル との相違 は,た だ機能

上 の相違 で あ るだけで な く,種 類 の相違で もあ る。芸術 の なかに出て来 るシ ン
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ボ ルは,や は りふつ うの意味 の シンボルであ るが,直 接性 か ら極端 な間接性 に

至 るまで,単 一性 か ら相互浸透性 に至 るまで,完 全 な明哲 さか ら,も っ とも濃

密 な過度 の限定性 に至 るまでの,あ らゆる度合いの複雑 さを持 っている。それらは,

ど の意味論学 者 も容認す るよ うな完全 な意味 にお ける意味 をもって いる。 しか

も,そ れ らの意味 は,そ れを伝達 す るイメー ジとともに,芸 術 作品 の構成 の な

かの諸要素 として,作 品あ一部 となる。 それ らは,作 品,っ ま り表 現形式 を創

造 す る助 けとな る。

これ に反 して,芸 術 と して の シンボ ルは,表 現形 式 その もので あ る。 それは

完全 な,あ りふ れた意味 での シンボ ルで はない。 とい うの は,「それ は,そ れ自

体 を越 えた何 ものか を伝達 す るのでは ないか らで ある。 したが っで,そ れは,

厳 密 な意味 をもってい るとはいえ ない。 それが実際 にもってい るの は,イ ンポ

ー ト(lmport)で あ る。 それは特殊 で派生的 な意昧での シ ンボ ルで ある。 なぜ

な ら,真 の シ ンボルの もつ,す べ ての機能 は果 さないか らで ある。 つ ま り,直

接的 な知的理 解,ま たは,直 観の ため に経験 を定 式化 し客観化 す る が,論 弁 的

思考 のため に,概 念 を抽 象化す るので はない。 その イ ンポー トは,そ の なかに

認 め られ るので あって,そ れ によって,抽 象化す るのではない。すなわち,真 正の シ

ンボ ルの もつ 意味 と違 って記号 と切 り離 す こ とがで きる。芸術 の な かの シ ンボ

ルは,一 っの比喩で あ り,は っ きりと見 える。Fまt一は,人 目につ か ない逐義的

表示作 用 をもつ一つ のイ メー ジで あ る。芸術 としての シ ンボル は,絶 対的 イメ

ー ジであ る。逐語的 にいい表 わそ うとす れば非 合理 的 なもの となる よ うな もの

の イメー ジで ある。つ ま り,直 接的意識,情 感,生 命 力,個 性,要 す るに,生

命 力と生 命感,心 性 の母組織 の イメー ジなので あ る。」(註6)

こ れ を実際の デザ イ ンにあて はめてみ ることに しよ う。1み てみ

さ きに も紹 介 した 日本航空 の ジ ャルマー クは,4つ のエ レメ ン トか ら構 成 さ

れて いる。(1)セ ー クのグ ラウ ン ドは白地 で ある。②鶴 丸は赤地 で あ る。(3)伝 統

的 な紋章 の鶴 丸 をア レンジした鶴 の形 象。(4)J・A・Lの3つ の ブロックレター。

-18一



写真12

この4つ の記号要素 はそれ ぞれの意味 を報 告 し,

あ るいは表象す る。(写 真12)

第 一 の白地 は,航 空機 の機体 の色 を示す とと

もに,日 本の国旗,日 の丸 の白地 を表 象す る。

っ ぎに鶴 丸の赤色 で あ るが,赤 は情熱 と発展 を

象徴 す るとい う通念 が あるが,こ のマー クは,

白地 とともに 日本国旗 の 日の丸 を連想 させ る。

第三 の鶴 丸 をアレ ンジ した鶴 の形 象で あるが,こ れは まつ 日本古来 の家紋 の一

っで あ る 「鶴丸」紋 を指 示す る。そ して,そ の紋 は有職紋 の部 類 に入 り,公 家

と1か格 式の ある家柄 の紋 で ある ことを伝 統 は教 えて くれ る。 また鶴 丸の祖 形で

ある鶴 が意味す る内容 にお よぶ と,「 鶴 は千 年,亀 は万年よ といわれて きたよ

うに,東 洋で は鶴 は吉祥 の鳥,長 寿の鳥 といわれて きたこ とを考 えさせ る。第

四 のJ・A二Lの ブロ ック レターで あるが,こ れは 日本航空 で は なくジャパ ン

・エ ァー ボライ ンズ とい う国際 的呼 称の頭文字 を指示 し,国 際的 な企 業で ある

こ とを表象す る。

この4っ のエ レメン トの うち,白 地 の 白色 とい う色 その もの はサ イ ンで もな

ければ,・シ ンボルで もない。 それはC・W・ モ リスが記号 論で い う 「記号 の乗

物 」(SignVehicle)で あ る。 しか し,白 色 が単 にマ ー クの グラウ ン ドで はな

く,白 色 の航空機 の機体 の色 を示 す とい うときは,そ れはサ イ ンと して働 いて

お り,さ らに白色 が 日本の国旗,日 の丸 の白地 を表象す るとい う場 合,そ れは

シ ンボ ルと して作 用 して くるので ある。第二 のエ レメ ン トの鶴 丸の赤色 も同様

で あ る。第三 の鶴 丸の形 で あ るが,そ れが 鳥の鶴 を指 し示 し,ま た鶴 を図案化

した伝 統的 な家紋 を報告 してい る限 りはサ イ ンで ある。 しか し鶴 が吉祥の兆で

あ り,鶴 丸 とい う紋 章 が格式 あ る家柄 を象徴 す るとい うときは,そ れはもはや

サ イ ンで はな く,シ ンボ ル として働 いてい るので ある。

これ らの エ レメ ンツがサ イ ンで あれ,シ ンボルで あろ うと,そ れは ランガー
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女史の い う芸術 のなかの シンボ ルなので ある。(女 史 は前掲少 論の なかで は,

講 演 とい うこともあって,敢 えてサ イ ンとシ ンボル とを分別 せず シ ンポ ルとい

う概 念 を使 って い る。)

しか し乍 ら,ジ ャルマー クを してJALの マ ー クに して い るの は,こ の4?

の エ レメ ンツで はな く,こ のエ レメ ンツの組合せ の仕 方(レ イア ウ ト,ゴ ンス

トラク シ ョン),あ るいは各エ レメ ンツの ア レンジの仕方 に よるもので ある。

そ して,こ の組 合せの仕 方,あ るい はア レンジの仕 方 とい うもの が,実 は視

覚表現 の形 式 その もので あ り,そ れ がまたラ ンガー女史 のい う 「芸術 と しての

シ ンボル」 にほか ならない。,

註6・S・K・ ランガー著 「芸術 とは何 か」(ProblemsofArt)池 上保 太

・矢野 萬理 共訳 ,170頁 ・171頁

(9)デ ザ イ ンコオデ ィネー シ ョンにおけ る自律 的 デザイ ン規制

本題 に戻 り,デ ザ イ ンコオデ ィネーシ ョンやデザ イ ンポ リシ イにおけ るデザ

イ ン規 制 につ いて再 び検討 を加 えよ う。

さきにいった通 り,本 来 自由で あ り,創 造 的で あ るデザ イ ンが規制 され ると

い うことには二 つの意味 があ る。第一 の意味 は,デ ザ イ ン外の 力,す なわ ち経

営学 的 な力や行 政学的 な権 力 によってデザ インの運用 面 が規制 される とい うこ

とを指 し示 し,第 二の意味 は,デ ザ イ ン自身の内 か らの規制,自 律 的 な規制 を

意味 し,そ れはデザ イ ンの志 向性 を規制 す ることを指 し示す ことで あ ると述べ

て きた。第一 の意味 につ いては具体例 をあげ乍 ら詳 しく説明 して きたので,こ

こでは重複 を避 けるが,第 二 の意味 にっ いて は,問 題 を残 して いるので くわ し

く検 討 を加 えた い。

デザ イ ンコオデ ィネー シ ョンの様式 と して,コ カ ・コー ラをもって典型 とす

るアメ リカ型の様式 が一般 的で あ り,殆 んどがこの様 式で あ る。 それは,企 業

イメー ジ を広 くリサ ーチ し乍 ら,そ れ を一っ のテーマ と して象徴 す るとい う方
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式で あ る。つ ま り,ト レー ドマ ー ク,ネ ー ミング,シ ンボル ・ロ ゴ,シ ンボル

・カ ラー といった一 つの型 にはめ こも うと したや り方で あ る。 これ は,デ ザイ

ンの運 用管理技術面 から非常 に歓迎 される方式で あり,第 三者 にも非常 に分 り

易い方式で あ る。

この アメ リカ様式 に対 し,極 く特異 な例 で あるが,オ リベ ッテ ィの様 式 があ

る。勿論,オ リベ ッテ ィにも個 有の ロゴ ・タイプや トレー ドマー クは あるが,

そ れは,コ カ ・コー ラの ように主役 を演 ず るので はな く,主 役 はあ くまで製品

で あ り建物 で あ る。 そ してその製 品の タイプ ライ ターや,評 判 高 い工場 建築 に

して も,決 して一定 の型 には まった もので は ない。そ れ らは,オ リベ ッテ ィの

精神 をもった タイプ ライ ターで あ り建 物で あ るのであ る。

前者 の アメ リカン スタイルの場 合 は,一 っ のデザイ ンをパ ター ン化 して,そ

のパ ター ンの運 用方法(マ ネー ジメ ン ト)に 主 と して 力を注 ぐの に対 し,オ リ

ベ ッテ ィ様式 は,個 個の デザ イ ンを創 りあ げる表現形式 その もの に力 を注 いで

い るので あ る。

また換 言すれ ば,ア メ リカ方式の デザ イ ンコオデ ィネー シ ョンは,ラ ンガー

女史の い う 「芸術の なかの シンボル」 に重点 をお くの に反 し,オ リベ ッテ ィの

それは 「芸 術 としての シンボル」 に重 点 をおいてい るとい うことがで きる。そ

して,そ の結果,ア メリカ方式 のデザ イ ン ・コオデ ィネー シ ョンは,そ れが語

らん とす るイメー ジが よく理 解で きるので あ るが,オ リベ ッテ ィ方式 のそれで

は,そ の イメー ジが明瞭 に理 解 で きない。 とい うのは,前 者で は,シ ンボ ルは

純粋 なシ ンボル,す なわち記号 の亠種 として使 われて い るた め,理 解 す ること

ので き得 る 「意味」 を含 んで い るか らで ある。 それに反 して・ 後者 の シンボル

は表現形式 その もので あって,事 実,そ れは意味論学者 た ちが 「意味」 と呼ぶ

ことに反対 し,ま たは シンボル とい う呼 び方 をす るこ とにす ら反対 した よ うな

概 念で あ って,厳 密 な意味 での 「意味」 を含 まないか らで あ る。 そ して,そ れ

はラ ンガー女史 自身 もい うよ うに,「 厳 密 には意味 をもって いる とは いえず,
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それが実際 にもっているのは,イ ンポー ト(趣 意)(註7)で あ る」(前 掲 書

170頁)と い うよ うなもので あ る。

しか し,実 はデザ イ ン ・コオデ ィネー シ ョンにおいて,こ の よ うに二つ の タ

イプがはっ きりと分別で きるので はな く,そ の コオデ ィネー トの仕 方 が,ど ち

らに重点 がおかれて いるかの差異 で あって,ど ち らか一方 の ものだ けで はデザ

インそのもの も成 りたた ないこ とはもちろんで ある。

しか しなが ら,「 芸術 の なかに あるシ ンボル」 と呼 ばれ るデザ イ ンの要素 と

しての シ ンボル,例 えば,日 本航空 の 「白地」,「マ ークの赤色」,「鶴 丸」,「J

・A・Lの ブロ ックレター」 とい うよ うな ものは
,デ ザ イ ンの要素 で あ り,テ

ーマで あるが
,こ れは,デ ザ イ ンにおいて は,デ ザ イン自身 が任 意 に選 択,採

用 す るもので な く,(芸 術 において も,宗 教芸術 や文学性 の強 い芸術 などテ ーマ

芸術 と呼 ばれ る芸術 では同 じよ うなことが言 え る)デ ザ イ ン以外の 力に よって

選択,決 定 されて,デ ザイ ンの要素,あ るいは素 材 と してデザ イ ンに与 え られ

るもので ある。 それ故,こ のデザ イ ンの要 素の採択 につ いて,デ ザ イナー が参

加す るか,参 加 しないかは問 わず,デ ザ イ ンの テーマの コ ン トロー ルは,デ ザ

イ ンに とって は他 律的で あ る。

これ に反 し,日 本航空 のジ ャルマ ー クにおいて,先 程 述べ たデザ イ ンの諸要

素 を,あ のよ うなジャルマ ー クにま とめあ げたの はデザ イ ン自身の表現形 式 そ

の もの であ ることは言 うまで もない。 その結 果,そ れが 「泥 くさい」 とか 「ス

マー トで あ る」 とかの評価 があ って も,そ の評価 はすべて デザイ ン自身 が受 け

るべ き評価で ある。 また,こ の表現形式 を創 りあげ ることは,如 何 な るデザ イ

ン以外 の力に左右 され ること なく,デ ザ イ ン自身 が コン トロールす るもので あ

る。 それ故,そ れ はデザ イ ンにとって 自律 的 なコ ン トロー ルとい えるもので あ

る。

こζで一言,次 に述 べ るこ とだ けは こ とわ って お きたい。表現形 式 とい うと,

形 式 とい う語 が,「 形式 的で ある」とい うよ うな言 葉 によって代 表 され る よ うに,
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ともす れば内容 の ないもの,あ るい は色 と形 だ けの形骸 の よ うなもの として受

け とめ られが ちであ るが,そ うで は な く,表 現 形式 こそ,生 命 力 とか生 命感 と

か心性 の母組織 のイ メー ジをイ ンt一 トす るもので あ り,そ して,本 当の企 業

イメー ジを,生 き生 きと したもの と したイメー ジ,生 きた イメー ジと して表現

す る秘密 が此処 にあ ることを強調 して お きたい。 そ して また,企 業 イメー ジと

いった もの が,企 業主義 か ら開放 されて,人 間主義,と か社会観 とか,世 界観

といった よ うな人人 の共通 の心情 に訴 えるこ とがで き得 る秘 密 も実 は,デ ザイ

ン ・コオデ ィネーシ ョンが,デ ザ イ ンの表現形 式 をもってい ることによ るので

ある。

註7・HislooksimportnogoQdtome.(彼 の顔 っ きか ら察す ると,私

に とって はいい ことで はない ら しい。)と い うよ うな使 い方 をする言葉

であ る。

(1① .結 び

デザ イ ン ・コオデ ィネー シ ョンとかデザ イ ン ・ポ リシ イとい う概 念,あ るい

はデザ イ ン行 動 が,と もす ればデザ イ ンの管理技術 に重点 をお く風潮 がデザ イ

ン界 において も盛 んで あ るが,デ ザ イ ンの表現形式 を考 えな くて はデザ イン ・

コオデ ィネー シ ョンも成 り立 た ない とい うことに気付 いて いただ き
,デ ザ イナ

ーがデザ イ ン本来の仕 事 に もっ と努 力 し
,デ ザ イ ンセ ンスの向 上の ため研 さん

され る事 を要望 して小 論の結 び とす る。
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